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令和５年 3月 7日 日本数学会・日本応用数理学会・統計関連学会連合制定 

 
（趣旨） 
第 1 条 この規程は、⽇本数学会、⽇本応⽤数理学会、統計関連学会連合（以下、３学協会）
が主催する異分野異業種研究交流会の委員会（以下、委員会）に関する必要事項を定める。 
 
（委員会の⽬的） 
第２条 委員会は、異分野異業種研究交流会の円滑な実施を⽬的とし、その枠組み等を決定
する。具体的な所掌業務および実施⽅法は別途定める。 
 
（組織） 
第３条 委員会は３学協会から推薦された９名の委員からなる。各学協会は少なくとも２
名を推薦する。ただし、２名のうち１名は各学協会の理事とする。委員会には委員⻑１名、
副委員⻑１名、幹事１名をおく。  
 
（選任） 
第４条 委員⻑１名は互選により委員から選出する。 
２．副委員⻑１名および幹事１名は委員⻑が委員から選出する。 
３．委員の他に顧問およびオブザーバーをおくことができる。 
 
（職務） 
第５条 委員⻑は委員会を代表する。 
２．副委員⻑は委員⻑を補佐し、委員⻑が不在の時その職位を代⾏する。 
３．幹事は委員⻑を補佐する。 
４．顧問は委員会に対し助⾔を⾏う。 
 
（任期） 
第６条 委員の任期は、選任された年の６⽉１⽇から翌々年の５⽉３１⽇までの２年とす
る。ただし、再任を妨げない。 
２．６⽉１⽇以降に選任された委員の任期は、選任された⽇から他の委員と同じ任期の期限
である年度の５⽉３１⽇までとする。 
３．前項の規程に関わらず、委員は任期途中であっても、辞任を申し出ることができる。委
員の辞任は、別途定める⼿続きに従って処理する。 



後任の委員については、辞任した委員を推薦した学協会が新たに推薦する。後任の委員の任
期については、辞任した委員の残任期間とする。 
４．任期中に、その職位にふさわしくない⾏為をした委員会の委員は、委員会の議決により
解任することができる。 
 
（会議および召集） 
第７条 委員会は、委員⻑が召集する。 
２．委員会は原則として、半年に１回程度開催するが、その他必要により臨時に開催するこ
とができる。 
 
（議事録） 
第８条 委員会における審議の経過及び結果は、議事録として記録するとともに、３学協会
の事務局が保管する。 
 
（報告） 
第９条 委員⻑は、第８条の会議の議事禄、および、第２条に関連するする委員会の所掌事
項について、定期的に３学協会の理事会に報告を⾏う。 
 
（規程の改廃） 
第１０条 本規程の改廃は委員会が⽴案し３学協会の理事会の承認を得る。 
2．この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。 
 
附則 この規程は、令和５年６⽉ 1 ⽇をもって施⾏する。 
 


